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【食と環境保全特別コース日本人学生用プログラム】概要 

 

留学生と共に学び、世界で活躍してみませんか？ 

 

 香川大学大学院農学研究科では2009年から食品企業と連携して、アジアを中心とした留学生の

実践的教育を行い、グローバルに活躍できる食の安全のスペシャリストを育成してきました。修

了生は海外に展開する食品関連企業に就職し、活躍しています。 

2024年から「食と環境保全」特別コースにリニューアルしました。農学研究科応用生物・希少

糖科学専攻入学予定者を対象に、企業からのニーズに対応し、専門性を有し、かつ英語が堪能な

日本人学生の育成も行うことになりました。留学生と共に学び、グローバルに活躍する意欲のあ

る学生を募集します。 

 

■プログラム応募要件 

①農学や食品・化学分野と関連した学部などで学んだ者で、「食と環境保全」の観点から積極的に

留学生と共に学び、英語と高いコミュニケーション力を身に付ける意欲のある者 

②英語能力CEFR B1以上を証明する書類（コピー可）を提出できる者 

 

■提出書類 

①志願書（別紙、応募書類） 

②成績証明書（最新の物） 

③卒業（見込）証明書 

④英語能力CEFR B1以上を証明する書類（コピー可） 

⑤志望理由書 様式1応募書類（英語にて作成、A4で1枚以内） 

⑥卒業研究の概要と修士課程での研究計画 様式2応募書類（英語にて作成、A4で2枚以内） 

 

■募集時期 

「第１次募集；香川大学大学院農学研究科(修士課程)特別選抜(自己推薦)出願者対象」 

プログラム願書受付 2024年 6月 3日(月)〜13日(木) 

 プログラム選考日  2024年 7月 4日(木) 

 (応募者が多数の場合は 7月 5日(金)にも行う場合もある) 

選考結果発表  2024年 7月 12日(金)(予定) 

 

「第２次募集；香川大学大学院農学研究科(修士課程)一般選抜(前期)合格者及び、同一般選抜



(後期)出願者対象」 

 プログラム願書受付 2024年 12月 4日(水)〜11日(水) 

 プログラム選考日 2025年 1月 23日（木)    

 (応募者が多数の場合は 1月 24日(金)にも行う場合もある) 

 選考結果発表  2025年 2月 12日(水)(予定) 

（なお、1次募集で充分な学生数を確保できた場合は、2次募集を行わない場合もある。） 

 

選考方法 ： 日本語及び英語で面接を行う。面接では、本プログラムの理解度､適性と英語能

力を評価する。面接点、学業成績、英語能力などを総合的に評価する。 

 

本プログラムの修了要件  

別に定める所定の単位 34単位以上を習得し､CEFR B2相当以上の英語能力を有すること。修了

者には所定のプログラム修了証書を授与する。CEFR B2相当以上の英語能力の要件を満たせない

場合でも、香川大学大学院農学研究科修了の要件を満たせば、修士課程を修了できる。 

 

■奨学金案内 

 本プログラムに採用された学生のうち優秀であり、修了まで優秀な成績を維持できると見込ま

れる日本人学生 2名に対して、月額 20,000円の奨学金を在学期間（最大 2年間）に給付する。 

ただし、優秀と認められなくなったなどの場合は、奨学金の給付を停止する。 

 

詳細は下記を参照してください。 

食と環境保全特別コース日本人プログラム案内 https://x.gd/N0mca 

食と環境保全特別コース日本人学生プログラム応募書類 https://x.gd/XqQ1t 

大学院

日本と東南アジアの発展を担う高度専門人材を育成・派遣

グローバル展開する日系企業
に就職・博士課程への進学

日系企業
現地法人

海外ローカル企業
のビジネス展開

国際競争力の強化

食品の安全性確保

持続可能な農業などヘの貢献

日本・日系企業のグローバル化

安全な食料確保
持続可能な環境保全

・社会ニーズに即した産学連携の「専門教

育プログラム」

・レベルの高いディスカッションを実現する

「ビジネス日本語・ビジネス英語研修」

・企業文化を理解する「社会人基礎力特

論・科学技術イノベーション特論」

・実践的能力を効率的に習得する「アドバ

ンスト農場演習・環境保全フィールト演

習・食品産業キャリア演習」

・留学生・日本人学生を日本企業へ円滑に

結びつける「就職支援」

日系食品・農業・化学関連企業

【全体の概要図】

東南アジアの食品・農学・化学関連学部から優秀な留学生を獲得

国内の食品・農学・化学関連学部卒の英語堪能な日本人・留学生


